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9.2.2 言語編集

ご使⽤のWindows上で外国語の編集が可能な前提で、各⾔語の編集⼿順について説明します。3通りあります。
* ⽇本語Windows上で外国語の編集を⾏うための設定、注意事項等について、詳しくは『オペレーションマニュアル』
を参照してください。

A. アイテムに直接編集する

［⾔語］切換メニューで表⽰⾔語 No.を指定することで、第 1⾔語と同様に、第 2⾔語以降も画⾯上で直接編集することが
できます。

* 以下の［表⽰⾔語］メニューからも表⽰⾔語 No.変更ができます。

レイアウトの確認

編集後、［⾔語］切換メニューを使⽤して各⾔語のレイアウトに問題がないか、必ず確認します。
⽂字属性は、⾔語ごとに設定可能です。
ある⾔語だけポイント数を変更したり、カラー設定を変更することができます。

第 1⾔語 第 2⾔語

* ⽂字属性（⽂字サイズ、
⽂字カラー）は、⾔語
ごとに設定可能

•［表⽰］→［表⽰環境設定］•［表⽰］→［表⽰切換メニュー］
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B.［多言語］編集ウィンドウで編集する

第 1 ⾔語で編集した画⾯データのテキストを［多⾔語］編集ウィンドウ上で⼀覧表⽰させながら、直接編集します。
［多⾔語］編集ウィンドウと Excel間のコピー &ペースト（Excelには「Unicodeテキスト」で貼り付け）もできます。

編集箇所︓［ホーム］→［登録項⽬▼］→［多⾔語］

*［多⾔語］編集ウィンドウは 1シートに対して 1000⾏（No. 0〜 999）まで登録可能です。
1000⾏以上（2シート⽬以降）を⼀括コピーして Excelで編集する場合、以下の⼿順で⾏います。

例 : 第 1〜 4⾔語、［多⾔語］編集ウィンドウ No. 0〜 4647（4648⾏）を⼀括コピー

1) ［編集］［選択コピー］をクリックし、ダイアログを表⽰する
コピーの対象⾔語、開始 /終了⾏ No.を設定し、［OK］をクリックする

2) Excelのセルを選択し、貼り付けする

3) Excel編集後、第 2⾔語以降を複数選択（ドラッグ）し、コピーする

4) V-SFTの［多⾔語］編集ウィンドウで、［編集］［選択貼り付け］をクリックし、ダイアログを表⽰する
貼り付けの対象⾔語、開始⾏ No.を設定し、［OK］をクリックする

以上で、編集完了です。
編集後、［⾔語］切換メニューを使⽤して各⾔語のレイアウトに問題がないか、必ず確認します。
詳しくは、P 9-9を参照。

第 1⾔語は［多⾔語］編集ウィンドウで編集できません。編集する場合は、各アイテムに直接編集してくだ
さい。

第 1⾔語は［多⾔語］編集ウィンドウに貼り付け（編集）できません。編集する場合は、各アイテムに直接
編集してください。

対象⾔語

使⽤箇所

［多⾔語］編集ウィンドウ

⾏ No.

デフォルト : 最終⾏ No.

Excel

選択したセルを先頭に、
第 1〜 4⾔語、 No. 0
〜 4647（4648⾏）が
全て貼り付けられます

* 正常に貼り付けできない場合、Excelの［形式を選択して貼り付け］をクリックし、
「貼り付ける形式 : Unicodeテキスト」を選択して貼り付けしてください。
デフォルト : Unicodeテキスト

第 2⾔語以降
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C. エクスポート / インポート

各⾔語をファイルにまとめて、エクスポート /インポートすることができます。
Excel上で各⾔語を並べて確認しながら、直接各国語の翻訳・編集を⾏い、インポートで取り込むことができます。

切換言語数分ファイル出力する

エクスポート手順

1. ［システム設定］［フォント設定］→［エクスポート /インポート］をクリックする

2. 以下のように設定し、［エクスポート］をクリックする

3. ［名前を付けて保存］ダイアログが表⽰される
任意のファイル名を⼊れ、［保存］をクリックすると、テキストファイルが出⼒される

4. Excelを起動し、エクスポートしたテキストファイルをドラッグ &ドロップで開く

5. B列の “［］”内に⽂字列を登録する

6. 編集後、［ファイル］→［名前を付けて保存］をクリックする
［ファイルの種類］に［Unicodeテキスト（*.txt）］を選択し、元のファイル名に上書き保存する

以上で、完了です。

第 1⾔語は［多⾔語］編集ウィンドウに貼り付け（編集）できません。編集する場合は、各アイテムに直接
編集してください。

A列は編集禁⽌です。また、B列 “［］”も削除禁⽌です。編集・削除すると、正常にインポートできません。

Unicodeテキストではなく、
CSVファイルを扱う場合は、
［ファイル形式］で
［CSV（カンマ区切り）（*.csv）］
を選択してください。

第 1⾔語

第 2⾔語
第 3⾔語
第 4⾔語

ファイルは切換⾔語数分、
作成される。

Test_3.txt ドラッグ &
ドロップ

A 
例 : 第 3⾔語
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インポート手順

1. ［システム設定］［フォント設定］をクリックし、［フォント設定］ダイアログを表⽰する

2. ［エクスポート /インポート］→［インポート］をクリックする

3. ［ファイルを開く］ダイアログが表⽰される
［ファイルの種類］を［Unicode テキスト（*.txt）］に選択後、1ファイルずつ開く

インポート完了です。
編集後、［⾔語］切換メニューを使⽤して各⾔語のレイアウトに問題がないか、必ず確認します。
詳しくは、P 9-9を参照。

第 1〜 4⾔語のファイルは、必ず同じ場所にファイル名を変えずに保存しておいてください。ファイル名を
変えたり、第 1⾔語のファイルを編集・削除すると正常にインポートできません。
また、第 1⾔語のファイルは、インポートできません。

第 1⾔語

第 2〜 4⾔語を順にインポートする。第 2⾔語
第 3⾔語
第 4⾔語
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1 ファイルにまとめて出力する

エクスポート手順

1. ［システム設定］［フォント設定］→［エクスポート /インポート］をクリックする

2. 以下のように設定し、［エクスポート］をクリックする

3. ［名前を付けて保存］ダイアログが表⽰される
任意のファイル名を⼊れ、［保存］をクリックすると、テキストファイルが出⼒される

4. Excelを起動し、エクスポートしたテキストファイルをドラッグ &ドロップで開く

5. C列以降（⾚枠）の “［］”内に⽂字列を登録する

6. 編集後、［ファイル］→［名前を付けて保存］をクリックする
［ファイルの種類］に［Unicodeテキスト（*.txt）］を選択し、元のファイル名に上書き保存する

以上で、完了です。

第 1⾔語は［多⾔語］編集ウィンドウに貼り付け（編集）できません。編集する場合は、各アイテムに直接
編集してください。

1〜 5⾏⽬（ヘッダー部分）、A列、B列（第 1⾔語）は編集禁⽌です。また、C列以降の “［］”も削除禁⽌
です。編集・削除すると、正常にインポートできません。

Unicodeテキストではなく、
CSVファイルを扱う場合は、
［ファイル形式］で
［CSV（カンマ区切り）（*.csv）］
を選択してください。

第 1〜 4⾔語 1ファイル作成される。

Test.txt ドラッグ &
ドロップ

例 : 第 1〜 4⾔語
A 

第 2⾔語 第 3⾔語 第 4⾔語
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インポート手順

1. ［システム設定］［フォント設定］をクリックし、［フォント設定］ダイアログを表⽰する

2. ［エクスポート /インポート］→［インポート］をクリックする

3. ［ファイルを開く］ダイアログが表⽰される
［ファイルの種類］を［Unicode テキスト（*.txt）］に選択後、編集したファイルを開く

インポート完了です。
編集後、［⾔語］切換メニューを使⽤して各⾔語のレイアウトに問題がないか、必ず確認します。
詳しくは、P 9-9を参照。

第 1〜 4⾔語




